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令和５年度事業計画 
 

養護老人ホーム 

昭和 29(1954)年 12 月 

昭和 38(1963)年 08 月 

昭和 40(1965)年 03 月 

昭和 42(1967)年 01 月 

養老施設認可 

養護老人ホームへ移行 

本館新築（定員 80 名） 

別館新築（定員 30 名） 

 

１ 基本方針 

  令和４年度は、定員が確保されない状況が続いたが、当ホームが触法高齢者を

はじめ、措置替え、緊急入所など、行き場のない高齢者の受け皿として運営して

きた実績は、各福祉事務所にあっても承知されており、支援力の高さには定評が

ある。本年度については更なるアピール活動を展開し、定員の充足に向けて努力

をするほか、職員が一致協力し、入所者が心身機能や知識経験を十分発揮して自

立した日常生活が営めるよう必要な支援を行う。 

昨年の大規模クラスターの発生の経験から、令和５年度においても新型コロナ

ウイルスの感染防止対策を行うことは、健康リスクの高い高齢者が集団で生活す

る施設にあっては必要不可欠であるが、ポストコロナを見据えて一般社会の状況

を見ながら、外出支援などの有意義な施策は再開したいと考えている。 

  当ホームの本館は築５８年、別館が築５６年と、経年劣化が著しいことから、

計画的に改修・整備しているところ、令和５年度については、本館１階のトイレ

の改修と大型洗濯機及び乾燥機の更新整備等を計画し、利用者の生活状況や身体

的機能に応じた設備の充実を図るとともに、安全で衛生的な環境整備に取り組む

こととしている。 

 

２ 重点目標と実施計画 

（１）感染症予防対策の充実 

クラスター発生の経験を活かし、コロナ感染症事業継続計画（感染症ＢＣＰ）

の見直しを行うとともに、実地訓練を実施する。 

（２）介護予防の充実 

コロナ禍で低下した運動機能の向上を目指し、外部講師による「介護予防活動」

を再開する。 

（３）個人別支援計画とチーム力支援 

入所者の特性に応じた支援計画を策定し、その人らしさを大切にした支援を目

指し、入所者ごとに個別担当制をとるとともに、職員による支援チームを編成し

て、日常生活の支援を行う。 

（４）研修の充実 

養護の職員として必要な対人援助方法や介護技術を学ぶとともに、日常的に

発生する入所者間のトラブルや悩み相談などへの対応力を身に着けるため、経験

のある職員による部内研修を充実させるとともに、多くの職員が効率的に受講で

きるオンライン研修を積極的に実施する。 
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（５）コストの削減とＳＤＧｓ運動への参画 

水道光熱費の節約等について意識を高める活動をするとともに、ＩＣＴ化に取

り組んで導入した業務記録ソフトを活用してペーパーレス化及び業務の効率化

を図る。また、入所者とともにＳＤＧｓ運動に取り組み、ごみの削減と資源の有

効活用に努める。 

（６）医療体制の充実 

入所者の健康管理の一環として、訪問診療（内科、歯科、精神科等）を積極的

に活用していくとともに、オンライン診療を活用した地域医療連携を検討する。 

 

３ 行事・クラブ・委員会 

（１）クラブ活動等    

☆は、講師契約をしているクラブ 

（２）委員会 

ア 事故予防対策：委員会は年４回開催、研修は年２回実施 

イ 感染症予防対策：研修は年２回実施、感染症ＢＣＰの見直し及び訓練の実施 

ウ 防 災 委 員 会：防災訓練、防災応援隊を組織する。防災ＢＣＰの作成 

エ 生 活 委 員 会：食事、入浴及び排泄について検討・実施 

オ 研 修 委 員 会：部内研修と部外研修の担当者を決めて、振り返り研修を充

実させる。 

 

４ 実習生等の受入れ  

コロナの感染状況を見ながら、次の受入れとする。 

（１）社会福祉士養成課程の相談援助演習（日本福祉教育専門学校、東京通信大学、

ＮＨＫ学園から依頼あり） 

（２）東日本成人矯正医療センター准看護師養成所からの依頼による実習 

（３）東京保護観察所立川支部からの依頼により保護観察中の者のボランティア活動

の受入れ 

 

５ 養護分科会での事業計画のうち、当ホームとしての重点目標 

（１）措置費の改善に関する検討及び要望の実施 

（２）養護支援員等処遇加算については、加算算定資料の提出及び要望の実施 

 

クラブ 実施頻度 クラブ 実施頻度 クラブ 実施頻度 

☆踊 り 月 2 回 ビデオ 月 1 回 かるた 月 2 回 

将 棋 毎週水曜 パターゴルフ 月 2 回 図  書 月 2 回 

輪投げ 月 3 回 書 道 月 2 回 カラオケ 毎週日曜 

園  芸 不定期 麻  雀 月 2 回 ☆健康体操 月 2 回 

奉仕活動 
おそうじ隊（毎日）、ちょこボラ（週 1 回）、道路清掃（秋～冬季） 

防災応援隊（毎月） 

工 作 作品つくりの希望があるため新規に計画する（月 1 回） 
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６ 行事 

（１）定例行事 

理髪 第 2 月曜日 

生活支援金・定時小遣い支給 月初 

誕生会 第 3 火曜日 

茶話会 7 月・11 月・3 月 

話し合い食事委員会 茶話会月以外 

季節ごとのホーム喫茶 5 月・8 月・11 月・2 月 

コーヒータイム ホーム喫茶月以外 

菖蒲湯・ゆず湯 5 月・12 月 

 

（２）季節行事 

月 行 事 月 行 事 

4 月 観桜会・花まつり 10 月 衣類販売 

5 月 菖蒲湯・ふれあい健康まつり 11 月 道路清掃 

6 月 大掃除・淡交会・衣類販売 12 月 年末大掃除・年忘れ会 

7 月 盆法要  1 月 新年祝賀式・初詣 

8 月 盆踊り大会  2 月 節分会・鍋料理 

9 月 敬老式典・彼岸法要・十五夜  3 月 彼岸法要・衣類販売 

  ※外出支援は、コロナ等感染症状況を考慮し、別途計画をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


